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浄土真宗本願寺派 小倉御坊

御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）御坊（ごぼう）とは、本山の別院、またはこれに準ずる寺院の称（真宗新辞典より）
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小倉御坊　永照寺だより

PayPay銀行　すずめ支店

普通預金　２２７９２０５

宗教法人　永照寺納骨堂

福岡ひびき信用金庫　三萩野支店

普通預金　１４９４５５

宗教法人　永照寺

年度末（3月）までにお振込みください。

墓地の管理費につきましては、９月下旬頃に郵送いたします。
どうぞよろしくお願いします。

納骨堂管理費 納入について

墓地管理費 納入について

慈光照護のもとご清祥のこととお慶び申し上げます。

2025年度納骨堂管理費納入についてご連絡いたします。

以前は封書や葉書でお知らせしていましたが、

寺報の到着率がほぼ100パーセントになったので

2020年度より寺報でご案内しております。

墓地の管理費納入につきましては、振替用紙を同封するので

従来通りとさせていただきます。どうぞよろしくお願い致します。

永代管理にされている方、既に納めてくださった方に関しましては大変失礼致します。
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永代経 懇志御礼 﨑田 元信 様（小倉南区） ※お盆中に法要懇志を納めてくださった方のお名前は
　来月号に掲載させていただきます。

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

http://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。

永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にもオススメください。

・開門：6時30分 ・閉門：18時・開門：6時30分 ・閉門：18時

●  寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。

●お経本は床に置かないでください。

●寺報が届かないことがあります。住所が変更する場合は、恐れ入りますが
　お寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。
　（特にお寺で法事をする場合）
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●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。
　（特にお寺で法事をする場合）

永照寺 開門・閉門の時間

お 盆についてお 盆について

毎年の事ながらお待ちいただくこともあったでしょうが、

お参りする軒数が沢山あるので、どうかご容赦ください。

合同盆法要には【3日間で311名】の参詣者がありました。

また墓地、納骨堂と、暑い中多くの参詣ありがとうございました。

様々なお供えやご懇志、御佛前を賜りあつく御礼申し上げます。

帰省の折、わざわざお寺に参ってくださった方もあり

「おかえりなさい。ようこそお参りくださいました」の気持ちで一杯です。

先人の方々の結んでくださった仏縁を感じずにはおれません。

お盆参りを通し「お寺はご門徒にささえられているんだなぁ」と再認識しました。

行き届かないことも多々ありますが、今後ともお寺の護持につとめてまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。

おかげさまで歓喜会（お盆）のお参りをつつがなくお勤めすることができました。

18日（木） 婦人会例会

22日（月） コールカンタカ

宗祖命日16日（火）

14:00から永照寺本堂

10時からの永代経法要にてお勤め致します。

例会はお休みです。どうぞ法要にお参りください。

9月の行事予定

文学博士、光明寺副住職。真宗学の研究、執筆など多岐にわたり活躍している先生です。
今回はプロジェクターを用いて

わかりやすく浄土真宗の教えを伝えていただきます。　　

※法座の時間は1時間半程です。

●懇志袋は今月号（9月号）に同封しております。お寺にもご用意しております。
●お斎の接待はありません。
●懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。
●16日の7時のお朝事はありません。
●9月18日の婦人会は法要にふりかえます。

「永代に渡ってお経が読まれる」（永代読経）という意味で、

お寺が永代にわたって存続し、

み教えが代々引き継がれるようにと願って営まれる法要です。

永代経法要とは？

● 朝／10：00～
● 昼／13：30～

9/16 火

【 期 日 】
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● 昼／13：30～

9/17水

講師 ： 三浦 真証 師  （奈良県）

● 朝／10：00～

木189/

浄土真宗
の教え

永代経法要のご案内永代経法要のご案内




